
地

球

節
十
四
懸

地
理
教
材
と
し
て
の
地
形
園

七
､
天

草

下

島

所
要
地
図

二
十
甫
分

蒜

陶
固

八
代
聖
ほ

ん4
r

五
鵜
分

l
地
形
樹

口
之
紳
'
本

姓

'

牛
快
の
三
井

七
胡
五
千
分

1
天
草
地
質
固
｡

緒

膏

天
草
下
島
は
島
原
幣
と
八
代
海
の
西
方
に

あ
っ

て'
北
々
某
か
ら
南
々
酉
に
長
-
､
約
四
十
六
粁

牢
.

巾
は
中
央
部
に
放
て
二
十
二
肝
の
小
島
で
p
兼
は

狭

さ
本
渡
の
瀬
戸
に
よ
っ
て
天
草
上
島
に
接
し
､
二
官

十

八
米
の
開
閉
橋
が
架
け
ら
れ
て
居
る
｡

天
草
島
は
早
-
か
ら
地
聾
者
の
任
意
を
惹

き
､
艶
多

の
文
献
が
あ
る
｡
鈴
木
敏
'
山
下
俺
音
､
金

原
侶
泰
'

久
原
幹
雄
1.
矢
部
長
克
､
河
合
畔
､
長
尾
巧
､
納
富
重

.

雄
の
諸
氏
の
地
質
p
暦
序
'
化
石
'
鮫
床
等
ほ
掘
す
る

研
究
は
其
の
主
在
る
も
の
で
あ
る
O
TJ
れ
等
の
中
に
は

容
易
に
得
難

い
も
の
'
兼
聴
衆
の
も
の
な
ど
が
あ
る
が

次
の
二
三
は
程
易

い
文
献
で
あ
る
｡

長
躍

巧

天

草
の
地
班
略
報
､
地
解
離
難
蕊
節
二
九
番
'
妨

解
的
班

(第
二
輯
)

Ill-o

(

六
六

三
四

7
班
'
大
正

一
7
年
｡

九
州
音
節
三
和
府
の
厨
序
､
地
堺
灘
誌
第
三
八
番

鰐
川
四
五
-
凹
五
〇
雄
､

大
正

丁
五
年
｡

納
笛
茄
雑

七
湘
五
千
分

7
天
帯
地
封
陶
及
び
地
封
託
的
沓

｢
天

草
L
昭
利
五
年
｡

地
形

下
島
の
最

高
山
地
は
島
の
中
央
よ
･｡
精
々
西

に
帰
せ
る
欝

が

村
附
要

望

入
来
は
及
び
｣
三
〇

〇
-
四
〇
〇
米
の
隆
起
部
は
fJ
の
附
鑑
か
ら
北
々
兼
両

々
酉
に
'
島
の
延
長
と
殆
ん
ど
卒
走
す
る
0
乙
の
隆
起

部
の
兼
は
低
地
が
断
擬
し
tJ
､
下
島
は
於
け
る
自
然
的

の
通
路
と
し
て
利
用
ru
れ
て
居
る
.
乙
の
低
地
の
束
は

帯
び
二
〇
〇
-
四
〇
〇
米
の
Ⅲ
地
は
在
っ
て
居
る
O
.
即

ち
地
形
間
に
つ
き

で
山
と
谷
と
の
配
列
を
概
観
す
る
と

島
の
方
向
に
延

長
す
る
二
様
の
隆
起
部
と
そ
の
間
は
断

縛
す
る
低
地
部
か
ら
在
る
む
知
る
｡
更
に
島
の
南
平
と

北
牛
と
む
此
較
す
る
と
､
島
の
輪
廓

が
甚
だ
典
っ
て
居



ら

,J
と

は
気
が
つ
-
｡

南
乍
は
複
雑
な
出
入
や
小
i
?
ほ

冨
み
'
北

や
は
…竹
訓
を

形
を
な
し
て
居

る
｡
即
ち
'

捕
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邦
の
帝

人
で
故

人
在
る
･hJ
浦
川

潤
て
木
山
川
な

る
形
>
lな
し
て

阿
よ
-
人
ら
込

み
'
更
に
苅
ケ

浦
､
蹄
陀
浦
'

亀
浦
'
中

浦
等

の
不
規
則

を
小

帝
を
分
つ
て
居

お
1Jr

る
｡

他

汀.'
牛

粍

附
柾
の
入
江

も

抱
酢
を

柚
め

乙
と
に
牛
洋
は

清
方

ーこ
小
喚

必
列
し
て

､
天
然
の
良
港
を

つ
く
る
U

乙

れ
等

の
小
入
江
と
小
結

は
溺
托
谷

と
城
北

･i?で
あ

る
rJ

と

は
地
形
に
よ
っ
て
首

肯
し

:?る
庭
で
あ
る
｡
北
部
の

他
和
放
村
上
し
て
の
地
形
鵬

叩
調
な
る
海
律
に
於
t
は
冨
岡
の
陸
緊
i
?が
猫

･O恥訓

を
ヤ
ぶ
る
.
冨
岡
の
肘
に
は
周
囲
心
肝
の
小
･i?
(

i=鬼

鳥
)
が
あ
っ
て
'
狭

い
彬
洲
に
よ
っ
て
下
･i
)
に
辿
っ
て

括
る
｡
虹
に
地
形
関

目
之
汁
L
h
.見

る
と
'
北
部
粘
:.13ii

に
は
慮
々
に
低

い
粘
…-Li
段
丘
が

額
漣
す
る
こ
と
に
l･札
が

つ
-
｡
例

へ
ば
芯
岐
付
附
近
の
如

3
7で
れ
で
..bJ
米
乃
七

十
米
の
磯
暦
か
ら
成
-
'
･:‥川
岡
附
近
で
も
巌
々
に
認
め

ら
れL
る
が

rJ
と
は
町
の
西
方
冨
岡
小
撃
枚
の
布
衣
す
る

附
並
は
混
米
の
碓
牌
よ
-
成
る
段
丘
で
あ
る
.

か
-
の
如
-
下

比
は
南
北
で
非
だ
典
つ
LJ
地
形
を
和

し
て
居
る
.
今
t
i
Pの
北
淡
本
渡
町
か
ら
柄
.tM
大
江
付

に

一
線
を
ぷ
-
と

き
は
'
こ
の
線
よ
-
北
肘
と
南
東
と

は
k.a
:141i
の
形
が
甚

だ
し
-
差
迫
を
不
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
｡
或
は
乙
の

一
線
た
軸
と
し

て'
泣

き
地
桝田
時
代
に

於
で
北
西
は
隠
避

L

t

南

東
は
沈
降
し

わ

と
い

ふ
様
な

運
動
を
な
し
た
か
の
如
く
‖
心
は
れ
る
の
で
あ
る
O

地
質

L
伐
に
千
分

一
地
質
間
が
刊
行
rJ
jt
で
:hJ
甥

の
地
甥
は
甚
し
-
桝
椴
に
な
つ
LJ
｡
下
･i
?
ほ
肱
川
す
る

最
+C
の
岩
轡
は
粧
=M
片
岩
'
雲
仙
片
岩
等
よ
-
成
る
三

T..C<

六
七



払

拭

節
十
川
容

節

四
郎

三
O

六
八

波
川
薫
古
珪
厨
で
西
岸
高
晋
の
南
方
の
小
地
域
に
露
出

L
p
不
整
合
む
以
て
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
､
-
-
rrrT
ニ
ア
社

務
す
る
上
部
白
壁
配
骨
は
按
す
る
｡
乙
の
白
壁
配
層
は

天
輩
諸
島
玖
東
部
に
あ
る
御
所
浦
､
絢
子
島
等
ほ
も
磯

見
さ
れ
て
屠
る
.
育
第
三
紀
暦
(
飴
新
暦
)
は
rJ
れ
等
の

地
暦
を
不
整
合
に
被
覆
し
て
､
下
島
に
は
最
も
旗
-
分

布
L
t
又
ム
ラ
イ
ト
の
化
石
を
産
す
る
貫
岩
p
激
暑
､

砂
岩
'
白
又
は
黄
色
野
岩
､
砂
岩
互
暦
､
爽
汲
砂
岩
､

各
種
化
石
砂
岩
､
梅
練
砂
岩
及
び
鼎
色
百
岩
の
順
序
を

以
て
成
静
す
る
｡
島
の
北
部
に
は
鳥
原
牛
島
の
基
盤
を

覆
す
鮮
新
暦
の
分
布
を
見
る
｡

こ
れ
等
の
成
暦
岩
を
罫

5,で
安
山
岩
'
玄
武
岩
.

リ

.,t

イ
ダ
イ
ト
貿
石
英
粗
面
岩
が
岩
脈
を
覆
し
て
各
地

に

存

在
す
る
.｡
石
其
粗
t.LEm
岩
は
陶
石
と
精
し
で
陶
器
の
原

料
に
採
掘
さ
れ
で
屠
る
O
富
岡
西
方
白
石
崎
に
は
石
英

粗
面
岩
の
大
岩
脈
が
為
っ
て
薫
色
百
岩
中
に
岩
床
と
在

れ
る
部
も
あ
-
p
電
気
石
の
斑
晶
を
多
量
に
散
鮎
せ
し

め
で
居
る
部
分
も
あ
る
｡

･
構
造

下
島
の
岩
暦
排
列
の
状
況
か
ら
見
る
と
島
の

北
東
､
本
横
町
附
近
か
ら
南
西
t

l
町
附
鑑
を
経
て
魚

賞
に
向
ふ

1
線
は
大
向
斜
軸
を
な
し
､
rJ
の
軸
の
西
と

兼
と
は
背
斜
朝
が
あ
る
｡
大
櫨
に
於
で
前
述
の
下
島
に

於
け
る
隆
起
部
は
背
斜
部
に
骨
身
'
本
渡
か
ら
牛
深
万

両
に
通
ず
る
道
路
の
あ
る
低
地
部
は
向
斜
部
に
鼎
常
す

る
｡
依
っ
て
吾
人
は
天
草
は
放
て
は
向
斜
谷
､
背
斜
山

を
見
る
べ
-
'
地
質
構
造
と
地
形
と
が
直
接
の
閥
係
を

有
す
る
rJ
と
は
菊
が
つ
-
.
但
し
断
層
や
'
鼻
動
の
た

め
は
局
部
的
の
塵
化
は
免
れ
な

い
の
は
常
然
で
あ
る
｡

阿
蘇
熔
岩

下
島
の
北
楽
部
に
は
阿
蘇
熔
岩
の
春
在

す
る
藤
が
あ
る
｡
乙
の
熔
岩
は
淡
衣
色
乃
至
情
炎
色
又

は
黒
色
を
覆
し
恰
も
衣
の
塊
の
戚
あ
る
熔
岩
で
屡

々
柱

状
節
班
を
な
し
､
琉
球
の
方
向
は
諾
曜
石
が
伸
展
し
て

存
在
す
る
｡
納
富
撃
士
に
よ
れ
ば
本
涯
町
の
西
北
'
城

河
原
村
荒
河
内
で
は
二
I
三
米
の
厚
さ
は
達
す
る
と

い

Jq
｡
而
し

て､
本
渡
町
の
北
､
伊
佐
津
は
至
る
間
に
は

数

ヶ
所
に
露
出
し
､
両
も
明
か
に
鮮
新
腎
甲
に
介
在
す

る
革
質
を
納
雷
撃
士
は
番
見
し
た
｡
依
っ
て
阿
蘇
火
山

の
活
動
は
既
に
鮮
新
暦
沈
積
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
居



ね
こ
と
を
知
る
と
同
時
に
其
の
熔
岩
は
骨
時
か
ら
存
在

し
て
ゐ
ね
有
明
海
底
を
流
れ
て
､
現
今
の
天
草
下
島
北

部
攻
で
も
連
し
た
の
で
あ
っ
て
､
常
時
の
活
動
の
烈
し

か
っ
た
rJ
と
を
追
想
せ
し
め
る
｡
(地
峡
難
髄
節
空
軍
第
四

九
Er紙
'
約
･:=日掛
士
に
よ
る
)
勿
論
皆
時
天
草
下
島
の
北
部
は

悔
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
､
共
役
隆
起
し
て
現
今
の

陸
地
と
在
っ
た
の
で
あ
る
｡

天
草
の
石
淡

石
衣
は
元
.
頚
紀
の
生
成
に
か
ゝ
る

も
の
と
rT,
れ
て
居
ね
が
爽
汲
第
三
紀
暦
の
下
底
に
貨
幣

石
の
発
見

(地
釈
迦
珊
髄
節
三
〇
食
酢
ヨ
竺
扇
'
長
尾
巧
)
に
よ

-
明
に
古
第
三
紀
の
壁
成
ほ
か
J
る
も
の
で
､
他
の
九

州
北
西
部
の
石
炭
と
時
代
を
同
じ
-
す
る
も
の
と
知
ら

れ
る
に
至
っ
た
｡
炭
田
は
牛
深
､
免
官
附
近
､

一
町
内

附
近
'
志
岐
附
近
の
三
ヶ
所
に
分
か
る
｡
炭
層
は
二
八

内
外
む

普
通
と
L
t
摺
曲
や
断
層
が
多
-
し
て
採
掘
精

困
難
p

現
今
は

1
町
田
の
旭
泉
堀
の
外
は
殆
･<
ど
休
靴

の
状
態
で
あ
る
｡
炭
質
は
良
好
で
光
輝
よ
-
駿
焼
少
く

宰
礎
骨
炭
乃
至
草
無
煙
次
に
属
す
る
も
の
で
､
之
む
天

草
で
は
捕
雁
淡
と

い
ふ
.
炭
層
中
に
火
川
岩
が
岩
脈
や

地
叩
教
材
と
し
て
の
地
形
臓

岩
床
を
覆
し
tJ
逆
入
す
る
こ
と
が
屡
々
あ
っ

て､
を
の

接
梱
珊
附
鑑
は
鼻
質
し
相
次
色
を
帯
び
､
之

を火
中
に

投
ず
る
と
爆
砕
す
る
性
質
HLJ帯
び
て
屠
る
｡
乙
の
種
の

石
淡
を
鬼
ケ
炭
と

い
以
'
天
然
骸
炭
と
柄
す
べ
き
石
炭

で
あ
る
｡
過
去
十
ケ
年
間
の
田
炭
塵
は

l
ケ
年
平
均

一

五
〇
〇

〇
噸
で
あ
る
｡

立
通
と
撃
落

本
渡
町
は
島
の
北
東
海
岸
に
あ
っ
て

態
本
､
三
角
方
面
よ
り
の
汽
船
凝
着
所
､
下
島
に
於
け

る
交
通
の
婁
鮎
､
上
島
は
到
る
要
路
に
常
-
商
工
業
が

活
瀞
で
あ
る
｡
富
岡
町
は
下
島
の
北
西
に
斗
揖
す
る
砂

洲
上
に
あ
っ
て
'
南
酉
は
瀞
た
る
天
草
灘
に
両
し
､
蝿

山
陽
の
吟
詠
地
と
し
て
知
ら
れ
'
北
東
は
轡
曲
砂
燐
に

固
ま
れ
克
巳
浦
の
風
光
を
慾
に
し
､
長
捕
方
面
と
汽
船

の
連
絡
が
便
利
で
あ
る
｡
町
の
西
方
唐
兇
ケ
丘
は
慶
長

七
年
寺
韓
庚
高
の
築
城
以
来
富
岡
城
の
あ
っ
た
虞
で
'

今
は
中
腹
の
景
勝
の
地
は
九
州
酔
囲
大
尊
臨
海
研
究
所

が
設
立
さ
れ
､
白
雲
の
洋
館
が
練
の
於
林
の
間
に
強
ば

れ
る
.
富
岡
町
か
ら
自
動
車
は
本
渡
町
を
経

て'
下
島

の
甫
輔
車
粍
港
は
迫
ず
る
､
牛
耀
港
は
熊
木
髄
.ほ
於
け

三二

六
九



地

域

紙
十
四
怨

る

漁
港
中

第

一
枕
に
あ
巨
､
沿
岸
航
路
の
寄
港
地
で
あ

0ご八
草
は
徳
川
時
代
に
天
主
教
数
倍
ず
る
者
の
多
か
つ

ね
魔
で
p
現
今
も
其
の
遺
跡
や
停
龍
を
魂
し
'
既
永
十

四
年
天
草

一
唐
の
際
に
は
富
岡
城
の
如
き
は
教
徒
の
た

め
に
襲
撃
さ
れ
た
｡
爾
後
天
草
は
幕
府
の
直
瞳
と
在
-

代
官
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
乙
と

J
な
っ
て
ゐ
た
｡

天
草
婦
人
の
活
動
'
島
外
出
稼
の
風
習
は
男
手
む
凌

i
/
ば
か
-
で
あ
-
t
rJ
と
は
そ
の
海
外
進
出
に
至
み
て

は
聡
-
の
外
は
覆
い
｡
(上
治
)

t一打-lH〓

-〓lEaかdE〓〓■uR〓〓【PZ
〓〓lM【'巴
〓I]一月H〓〓Ll■

新

著

紹

骨
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○
大
地
の
構
成

本
間
不
二
胡
射

古
今
沓
院
発
行

先
侶

7
附

二
十
蛸

本
省
は

1
名
を
地
殻
擾
励
諭
･S
融
と

い
ふ
､
中
に
地
撰
大
瓶
'
地
表

両
の
地
餅
的
称
作
､
地
球

の
地
靴
的
及
び
化
蝉
的
埋
封
'
地
殻
鮎
剃
諭

拍
瀧
､
我
蛸
に
於
け
る
地
殻
礎
劫
､
山村
塊

の
地
力
蝉
､
地
形
と
他
出
と

の
交
沖
の
七
瀬
を
含
む
､
締
め
て
油
｡a
明
快

に
省
か
れ
て
あ
っ
て
､

い

か
に
も
郷
仰
の
こ
と
が
'

さ
ら
-
1
と
If
･易
に
わ
か
り
や
す
-
批

い
て

あ
る
と
い
ふ
の
む
以
て
'
不

浄
の
特
色
と
す

べ
き
で
あ
ら
う
｡
(勝
目
)

碑
四
舶

7

11三

七
〇

〇
概
観
白
茶
地
誌
上
穆

山
木
熊
太
郎
米

古
今
番
悦
数
行

定
僻
四
脚
五
十
銭

本
省
は
さ
き
に
川
た
布
川
氏
の
桝
瓶
世
鼎
地
誌
の
姉
妹
鰐
と
し
て
川

た
も
の
で
あ
る
が
､
綿
諭
と
塊
が
､
組
射
､
中
部
､
妃
髄
､
中
糾
､
凹

閥
の
七
群
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る

､
日
本

の
範
帳
柘
を
凹
梓
十

二
柘
に
分

も
地
誌
柘
と
し
て
二
十
三
隅
に
分
も
､
き
う
し
た
阿
分

に
つ
い
て
土
地

と
人
文
と
の
舶
係
を
桝
に
せ
ん
こ
と
を
つ
と
め
た
も
の
で
あ
る
0
獅
間

取
な
し
か
し
嬰
軸
を
柑
た
地
形
仰
樹
が
多
数

に
入
っ
て
ゐ
て
'
著
者
甘

心
の
跡
を
語
る
虚
が
多

い
｡
人
目
分
布

に
ド
ッ
ト

マ
ッ
プ
を
川
ひ
て
ゐ

ら
れ
る
が
'

こ
れ
は
潜
者

の
柑
滋
と
す
る
桝
で
あ
る
け
れ
ど
も
我

々
に

は
明
柵

に
蝿
淡

の
感
が
川
て
こ
Li
い
で
'
那

1
つ
の
仕
班
に
つ
い
て
も

祝
を
弛
か
し
む
る
恐
が
あ
る
0
術
.ri
火
の
必
嬰
が
あ
る
と
;
心
ふ
.
記
軸

は

!
般

に
師
封
に
し
て
嬰
を
柑

て
ゐ
る
｡
卑
-
下
谷
が
川
て
牝
に
弘
ま

ら
ん
こ
と
を
望
む
｡
(藤
山
)

0
尾

瀬

と

鬼

怒

沼

武
川
久
智
者

些

ぷ
杵
韓
砂
粒
行

先
昭
二
臓

本
省

は
川
瀬
池
の
人
に
は
'
虻
に
ょ
-
知
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
が
.

尾
轍
と

い
(
ば
五
鵜
分

1
地
形
問
の
爆
似
及
艇
原
脚
僻

に
兄
ら
る

1
探

山
で
あ
っ
て
､
そ

こ
に
淋
fgf
尾
潮

ケ
脱
が
あ
る
､
山
間

の
小
さ
い
尾

淑

の
沼
綿
も
あ
る
､
温
州
南
川
や
椛
山
の
枯
物
貴
職
を
抹
ぐ
る
人
の
手
引

に
も
と
背
か
れ
た
も
の
で
四
六
版
三
六
九
耳
の
本
文

に
斑
原
版
宵
枚
を

附
加
し
た
驚
-
べ
き
美
本
で
あ
る
｡
偶
の
僻
な
の
が
何
よ
り
も
流
せ

l.,

あ
る
､
本
文
亦
弟
酢
蛸
側

に
と
み
映
し
て
陀
煉
な
柿
物
掠
鵜
記
t1.J
は
訟


